
日本リハビリテーション医学会専門医会学術集会
国際医療福祉大学熱海病院リハビリテーション科 佐々木 信幸

ù÷øý 年 ø÷ 月 ùĀ 日（土）・ú÷ 日（日）に第 øø 回日本
リハビリテーション医学会専門医会学術集会が金沢市
文化ホールにおいて開催された．日本リハビリテー
ション医学会学術集会が ù÷øþ 年度から年 ù 回開催と
なるのにあわせ，本専門医会学術集会は今回をもって
単独としての役目を終えた．
専門医会は専門医の資質向上や研究・研修活動への

取り組み，リハビリテーション医学・医療の発展と普及
を目的とした組織であり，学術集会では先進的な知見
やその臨床応用を積極的にアピールしてきた．そして
今回最後に選ばれたテーマは「リハ科専門医の実学」で
あった．代表世話人である金沢大学の八幡徹太郎先生
のご挨拶にあったように，積極的に専門医を募るにあた
り医学生や若手医師が注目するポイントはやはり臨床
力・現場力であり，今回は両日とも数多くの実践的なハ
ンズオンセミナーが企画された．
変わった趣向の企画としては，若手有志による症例

クイズというグループワークがあった．筆者も学生講義
などにはよく用いる手法であるが，個々人の考える回答

がグループに持ち込まれると，「十二人の怒れる男」さ
ながらの面白い化学変化を起こす．その過程で得た経
験や知識というものは臨床現場で非常に有用な，まさに
「実学」であろう．
新しい学術集会，新しい世代．日本リハビリテーショ

ン医学会を未来へつなぐような最後の専門医会学術集
会であった．
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